
歯の神経保存を考えた  

最新虫歯治療 

［所在地］　大阪市浪速区戎本町１-２-２２ 
［電話番号］　０６-６６４５-６４８７ 
［診療時間］　月曜日～土曜日 
　　　　　　　10:00~13:30/15:00~19:30 
［休診日］水曜日・日曜日・祝祭日 
［アクセス］御堂筋・四つ橋線「大国町駅」徒歩１分 
　　　　　　南海高野線「今宮戎駅」徒歩３分 
　　　　　　JR大阪環状線・関西本線「今宮駅」徒歩７分 

日本の保険診療では虫歯治療中に、歯

の神経が露出すると「すぐに歯の神経

をすぐに抜いて差し歯」にします。神経

には、歯の中に栄養を送る血管があり、

虫歯が進行すると冷たい物や温かい物

を感じるセンサーがあります。神経は感

覚だけでなく虫歯が進行した際、虫歯

の細菌に抵抗する免疫細胞などの防御

機能があります。歯を失う大きな原因は

虫歯により神経を早期に抜いた歯が治

療後、防御機能を失うため根尖病変とし

て再発したり、歯根破折を起こしてしま

う事にあります。この部分を予防し、１

本でも神経を抜く歯を減らす事できれ

ば、将来残る歯の本数を増やす事がで

きます。 
より詳しく気になる方は

おか顕微鏡歯科医院 と検索



生活歯髄療法Vital Pulp Therapy（自由診療）
保険診療の場

神経を抜く治療 差し歯 将来、歯を失うリスクが上がります

自由診療の場合

～イメージ～

神経に到達する虫歯

神経に到達する虫歯

・・・MTAセメント

直接覆髄

歯の神経を９０%から５０%位保存する治療

審美治療で回復

実際に当院で行った治療 

左　青い部分虫歯　真ん中　神経が露出（部

分断髄）右　MTAにて神経保存　治療後

歯の神経が正常の反応を示し、数ヶ月間悪

化の傾向が見られなければ審美治療にて回

復します。経過をみたものの状態が悪化し

た場合歯の神経を取る場合があります。


